
◆令和５年度 ふじのくに家庭教育支援推進企業教育長表彰 被表彰事業者

事業者名

（所在地）
応援宣言 取組概要

株式会社 小林製作所

（富士市水戸島）

○家庭の日を設定し、家族がコミュニケー
ションを深めることを推進します。
○時間単位の育児・看護休暇取得を推進し
ます。

・毎月月末金曜日を「ノー残業デー＝家庭の日」とし、終業 17:00 前から音楽と呼びか
けで周知

・社内掲示板およびデジタルサイネージで「家庭の日」を通知
・子どもたちにモノづくり体験を通じて、面白さや楽しさを感じてもらうとともに、親
の仕事や働いている会社について興味をもってもらうことを目的とし、従業員の子ど
もを対象に「子ども参観日」を実施

・地元の第二小学校５年生の会社見学を受入れ

株式会社 愛ノ宮

（浜松市浜名区）
○家庭の用事や学校行事を優先して休み
を取れるようにシフトを組みます。

・企業内家庭教育講座を実施。オンライン企業内家庭教育講座にも積極的に参加
・管理職も家庭都合や子どもの学校行事で休みを取ることで、事業所全体が休みを取り
やすい雰囲気になっている

・市内の小中学生を対象に職場見学や職場体験を受入れ、出張授業に対応
・ディズニーリゾートの割引券を同居家族人数分配布
・遠州袋井の花火チケットを社内の希望者に配布
・家族も参加できる社内イベントや社員旅行の開催

株式会社 天峰建設

（袋井市横井）

○地域・家庭・学校行事等に積極的に参加
できる職場を作ります。
○誕生日には、さわやか券（10000 円）と
ケーキを配布し、家族でのコミュニケー
ションを深めることを推進します。

・企業内家庭教育講座を実施
・子どもの学校行事や地域行事への参加を奨励
・休みや遅刻・早退を取りやすい環境づくり
・小学生以下の子どもを対象に、「宮大工と一緒に木工体験・漆喰塗り体験」を実施
・休日明けの就業日の休憩時間に、社員同士で週末の家族との休暇の過ごし方を話した
り振り返ったりしている


